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 第 61回役員会 議事要録 

 

 日 時：平成 26年 10月 17日(金) 14：00 ～15：00 

 会 場：大学本館 Ｅ-７０３会議室 

 出席者：石原理事長、近藤副理事長、片山理事、松尾理事、梶原理事、江本理事、 

中野(利)監事、漆原副学長 

 

報 告 

１ 広島の災害ボランティアの派遣について 

２ 大学教育再生加速プログラム事業の採択について 

３ 国際教育交流センター長等の選考について 

４ ＡＯ入試の実施について 

５ 中華ビジネス研究センターの設立記念講演会について 

６ 第２回アジア未来会議でのプレゼンテーションについて 

 

 

報告１ 広島の災害ボランティアの派遣について  

＜質疑応答＞ 

○26名のべで、日数はひとり何日か。 

○3日以上参加できることが条件だったので、3日以上継続して参加している。 

○3日くらいか。 

○3日から多くて 6日ぐらいである。 

〇宿泊はどうしたか。 

〇宿泊場所は、福岡県からの要請だったこともあり、県がホテルを手配した。 

〇どういう場所に泊まったか。 

〇ビジネスホテルのシングルルームに泊まらせていただいた。 

〇広島の街中だったか。 

〇ホテルは街中だったが、被災地は可部のほうだったので電車で 1時間、遠い人は２時間かかるた

め、朝早めに出発しないといけなかった。 

〇被災地は広島でも栄えた住宅街ではないか。 

〇そうである。盆地になっており、周りがすべて山なのに奥のほうまで家が連なっていた。 

〇このようなボランティアの経験はみなさん初めてか。 

〇わたしは、災害以外のボランティアの経験ならあるが、災害は今回初めてであった。 

〇東日本大震災にボランティアへ行った人はいるか。 

〇私は過去に一度行っている。 

○2回目か。 

〇そうである。 

〇自分の時間を使って。お金もかかっただろう。 

 

報告２ 大学教育再生加速プログラム事業の採択について 

＜質疑応答＞ 

○3のところに 8つの事業が記載してあるが、これにもうひとつ今回は加わっているということか。 

〇そうである。 
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〇事業が 9つになるのか。 

○大学改革支援プログラムでは 9 つである。そのうち、上の 3 つは、さきほど説明した GP 事業で

あり、既に終了している。 

 

報告３ 国際教育交流センター長等の選考について 

＜質疑応答＞ 

 なし 

 

報告４ ＡＯ入試の実施について 

＜質疑応答＞ 

〇定員という観点から言って、今回どちらの学部学群とも募集人員の約 2倍の合格者数を出してい

るが、文部科学省の基準でそれぞれの枠での制限は問われないか。 

〇そうである。 

〇各学部や学群は募集人員を認識してその 2倍合格させているか。 

〇そうである。 

〇では最終的には定員の 1.3倍は超えないのか。 

〇基準があるので、われわれの歩留まりなどの情報を基に、各学部と協議していくことで考えてい

る。 

〇歩留まりはどれくらいか。 

〇全体で例年 7割くらいである。 

〇余計に合格者数を出したということか。 

〇ＡＯ入試だけでなく一般入試まで含めて全体の歩留まりでいくと、だいたい 7割から 7割 5分く

らいである。 

〇ＡＯ入試ではどうか。 

〇ＡＯ入試は、基本的に合格した場合、入学が必須である。 

〇ＡＯ入試と推薦入試に関しては、入学率がほぼ 100％のため、前期日程及び後期日程の状況にな

る。 

〇募集人数 25名に対して合格者数を 50名にしたということは、その分一般入試の合格枠が減ると

いうことか。 

〇今回ＡＯ入試に志願した受験生が優秀だったので、結果としてそれだけの合格者数になったとい

うことである。 

〇去年も 50人合格させている。 

〇ＡＯ入試の受験者は、本学で英語や地域貢献を勉強したいという希望に加え、志の高い優秀な学

生が志願をしているという状況である。 

〇一般入試の志願者数は減少しているのではないか。 

〇減少している。 

〇京都大学が実施予定と記載してあるが、本学はいつからＡＯ入試を実施しているか。 

〇平成 21年度入試からである。 

〇実施大学は増えているか。 

〇京都大学だけではなく、東京大学においても推薦入試を導入する動きも出ている。 

〇旧帝国大学の中で、東京大学と京都大学は実施していなかったが、北海道大学、東北大学、大阪

大学、九州大学では既にＡＯ入試を実施している。 

〇国立大学の実施が 47校とあるが、どのくらいの割合か。 

○国立大学は 86あるため、全体の約半数である。 
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〇枠とはそれぞれに人数が決まっているのではなくて最終的には定員の 1.3 倍に収まればいいか。 

○そうである。 

〇ＡＯ入試での制限はないか。 

〇全体だけである。 

〇もともと想定していた数字から合格者数が大きく変わると、何のための想定かという話になる。

想定される人数を実態に合わせて変えていくということはできないか。 

〇ＡＯ入試で合格者が多いと、一般入試のときに競争倍率が厳しくなるが、入試の情報は関係者に

提供しているか。 

〇毎年入試を実施する度に情報提供している。 

〇外国語学部では 28人不合格になっているが、その 28名は一般入試で受験してくるか。 

〇英米学科については、推薦入試、一般選抜を受験してくる。 

 

報告５ 中華ビジネス研究センターの設立記念講演会について 

＜質疑応答＞ 

 なし 

 

報告６ 第２回アジア未来会議でのプレゼンテーションについて 

＜質疑応答＞ 

 特になし 

 


